
事業所名 おもちゃ箱キッズみさき園(児発) 支援プログラム 作成日 　2024　年　11　月　25　日

送迎実施の有無 有　・　無

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語・

コミュニケーション

人間関係・社会性

移行支援

・並行通園のお子様にはクラスの環境設定や支援方法等、

　必要に応じて伝え、統一した取り組みを目指します。

・就学を控えているお子様には新しい環境でもスムーズに

　過ごせるよう引継ぎシート等を作成しています。

職員の質の向上
定期的な研修、勉強会、面談を行うことで支援や療育に対す

る職員の意識や質の向上を図ります。

季節イベント（プール、お泊り保育、なつまつり（親子）、ハロウィンパーティー、クリスマス会、豆まき、卒園式、発表会など）

外出イベント（ピクニック、プチ遠足、親子遠足、外食支援、お別れ遠足など）

毎月の活動　（誕生会、「製作」「絵画」「運動」「音楽」「食育」、避難訓練（年３回実施）など）

保護者様やお子様に寄り添えるよう、関係機関や他事業所または

相談支援員等と密に連携を図ります。

送迎時やサービス提供記録にて分かりやすくお子様の様子、対応方法について

お伝えしています。お家での困り感が強い保護者様に関しては、こまめにお話の

場を設けるようにし、一緒に支援方法の検討を行っていきます。

※６か月に１回モニタリング実施／LINE・電話でも常に相談対応

「生きる」を楽しく

保護者様の願い（子どもの気持ち）に寄り添った支援を考え、実践します。／安心して預けられる（通園できる）安全で楽しい環境を整えていきます。

9時30分～14時30分

支援内容

〇健康カードの記入（朝食・体温等）／登園後は検温や視診触診／健康状態に関しては保護者様と情報共有。

〇個々に合わせたトイレトレーニング（誘導方法やタイミング、パンツの開始等は職員間で検討し、保護者様にも相談します。）

〇園生活のリズムの安定を図るため、見通しを持って過ごせるようスケジュールにて伝えています。（小さいお子様は午睡有）

〇活動や遊び、作業療法を通して体を動かす感覚や楽しさを感じてもらいながらボディーイメージや運動機能の発達を支援していきます。

〇粗大運動や微細運動などを通して姿勢保持、基本的技能の向上（バランスボール、雑巾掛け、手押し車、ピアノリズムなど）

〇活動や個別時間の中で物や道具の使い方、他者との共有、場面に応じたやり取りが身につけられるように支援していきます。

〇お当番や活動、個別時間等にて日付や時間、順番、簡単なルールの経験を積み重ねていきます。

〇ポーテージプログラムや一人ひとりの発達段階に応じた細かな支援（絵カード、個別スケジュール、要求ボードの使用など）を行います。

〇場面に合わせて適切な対応（挨拶、やり取り等）が行えるよう普段から職員や他児との関わりの場面を（言葉、仕草、絵カード等）多く設けます。

〇集団遊びや園外活動を通して、他者との関わり方や社会のルールを身につけられるよう経験を積みます。（買い物・外食支援、お出かけ等）
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